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金沢水源林整備事務所は、１０月２０日（土）～２１日（日）に石川県金沢市で開

催された「第４０回石川の農林漁業まつり（主催：石川県）」に参加しました。 

 

本イベントは、農林漁業が果たす公益

性の高い役割について、県民の理解を深

めるための機会となるよう、行政と関係

機関が一体となって例年開催されてお

り、当事務所も水源林造成事業をより多

くの県民の方々に知っていただくため参

加し、「パネル展示」、「写真展示」、

「間伐材等を用いたペンダントづくり」、

「木へんの漢字当てクイズ」を行いまし

た。 

 

当日は、天候にも恵まれ、多くの来場

者で盛況となり、当ブースでは約 400 名

の親子連れの方々を中心に楽しんでいた

だきました。 

 なかでもペンダントづくり（上図）で

は、輪切りにした「アテ」（石川県の県

木）と「サクラ」を材料に、子供達がイ

チョウ、モミジ、どんぐり等のシールを

貼ったり、好きな絵や文字を思い思いに

描いて楽しんでもらいました。 

 

出来上がったペンダントは親子でそれぞれが首にぶら下げるなど楽しんでいる様子

も見受けられ、参加していただいた方々には木の温もりや香りを感じてもらう良い機

会となりました。 

  

【木を用いたペンダント作りの様子】 

【ペンダント（見本）】 



また、木へんの漢字当てクイズには、イベント開催中途切れることなく、親子連れ

等のたくさんの方々に参加していただきました。 

  

今回は、石川県農林水産部森林管理課が、来場者に各林業広場内のブースに参加し

てもらうためのクイズラリーを企画しましたが、当事務所の「水源林ってなんだろ

う？」の掲示パネル（下図）もこのラリーに組み込んでもらいました。おかげで子供

達に「水源林造成事業」の役割を理解してもらう良い機会になりました。 

 金沢水源林整備事務所は、今後もこのようなイベント機会に積極的に参加すること

で、森林の大切さや水源林造成事業への理解が広がるよう取り組みを進めてまいりま

す。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【クイズラリー】 

【クイズラリーの問題：Q３が当センター】 

【「水源林ってなんだろう？」のパネル】 


